
一
頁

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
二
十
二
条
」
を
「
第
二
十
二
条
の
三
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
三
号
中
「
の
職
」
の
下
に
「
（
専
門
的
な
知
識
経

験
又
は
識
見
を
有
す
る
者
が
就
く
職
で
あ
つ
て
、
当
該
知
識
経
験
又
は
識
見
に
基
づ
き
、
助
言
、
調
査
、
診
断
そ
の
他
総
務

省
令
で
定
め
る
事
務
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
の
二

投
票
管
理
者
、
開
票
管
理
者
、
選
挙
長
、
選
挙
分
会
長
、
審
査
分
会
長
、
国
民
投
票
分
会
長
、
投
票
立
会
人
、

開
票
立
会
人
、
選
挙
立
会
人
、
審
査
分
会
立
会
人
、
国
民
投
票
分
会
立
会
人
そ
の
他
総
務
省
令
で
定
め
る
者
の
職

第
二
十
二
条
の
見
出
し
中
「
及
び
臨
時
的
任
用
」
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
臨
時
的
任
用
又
は
非
常
勤
職
員
の
任
用
の

場
合
を
除
き
、
」
を
削
り
、
「
そ
の
職
員
」
を
「
当
該
職
員
」
に
改
め
、
「
人
事
委
員
会
等
は
」
の
下
に
「
、
人
事
委
員
会

規
則
（
人
事
委
員
会
を
置
か
な
い
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
の
規
則
）
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
を

加
え
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
を
削
る
。



二
頁

第
三
章
第
二
節
中
第
二
十
二
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
会
計
年
度
任
用
職
員
の
採
用
の
方
法
等
）

第
二
十
二
条
の
二

次
に
掲
げ
る
職
員
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
と
い
う
。
）
の
採
用
は
、
第
十

七
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
競
争
試
験
又
は
選
考
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一

一
会
計
年
度
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
置
か
れ
る
非
常
勤
の
職
（
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務

の
職
を
除
く
。
）
（
次
号
に
お
い
て
「
会
計
年
度
任
用
の
職
」
と
い
う
。
）
を
占
め
る
職
員
で
あ
つ
て
、
そ
の
一
週
間

当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
が
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
を
占
め
る
職
員
の
一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
に
比
し

短
い
時
間
で
あ
る
も
の

二

会
計
年
度
任
用
の
職
を
占
め
る
職
員
で
あ
つ
て
、
そ
の
一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
が
常
時
勤
務
を
要
す
る

職
を
占
め
る
職
員
の
一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
と
同
一
の
時
間
で
あ
る
も
の

２

会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
期
は
、
そ
の
採
用
の
日
か
ら
同
日
の
属
す
る
会
計
年
度
の
末
日
ま
で
の
期
間
の
範
囲
内
で
任

命
権
者
が
定
め
る
。

３

任
命
権
者
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
会
計
年
度
任
用
職
員
を
採
用
す
る
場
合
に
は
、
当
該
会
計
年
度
任
用
職
員
に
そ



三
頁

の
任
期
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

任
命
権
者
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
期
が
第
二
項
に
規
定
す
る
期
間
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
当
該
会
計
年
度
任

用
職
員
の
勤
務
実
績
を
考
慮
し
た
上
で
、
当
該
期
間
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
そ
の
任
期
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
任
期
を
更
新
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

６

任
命
権
者
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
採
用
又
は
任
期
の
更
新
に
当
た
つ
て
は
、
職
務
の
遂
行
に
必
要
か
つ
十
分
な
任

期
を
定
め
る
も
の
と
し
、
必
要
以
上
に
短
い
任
期
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
採
用
又
は
任
期
の
更
新
を
反
復
し
て
行
う
こ

と
の
な
い
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

会
計
年
度
任
用
職
員
に
対
す
る
前
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
六
月
」
と
あ
る
の
は
、
「
一
月
」
と
す

る
。

（
臨
時
的
任
用
）

第
二
十
二
条
の
三

人
事
委
員
会
を
置
く
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
任
命
権
者
は
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
に
欠
員
を
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、
緊
急
の
と
き
、
臨
時
の
職
に
関
す
る
と
き
、
又

は
採
用
候
補
者
名
簿
（
第
二
十
一
条
の
四
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
昇



四
頁

任
候
補
者
名
簿
を
含
む
。
）
が
な
い
と
き
は
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
、
六
月
を
超
え
な
い
期
間
で
臨
時
的
任
用
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
任
命
権
者
は
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
、
当
該
臨
時
的
任
用
を
六
月

を
超
え
な
い
期
間
で
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
再
度
更
新
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
人
事
委
員
会
は
、
臨
時
的
に
任
用
さ
れ
る
者
の
資
格
要
件
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

人
事
委
員
会
は
、
前
二
項
の
規
定
に
違
反
す
る
臨
時
的
任
用
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

４

人
事
委
員
会
を
置
か
な
い
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
任
命
権
者
は
、
地
方
公
共
団
体
の
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
に
欠
員
を
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、
緊
急
の
と
き
、
又
は
臨
時
の
職
に
関
す
る
と
き
は
、

六
月
を
超
え
な
い
期
間
で
臨
時
的
任
用
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
任
命
権
者
は
、
当
該
臨
時
的
任

用
を
六
月
を
超
え
な
い
期
間
で
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
再
度
更
新
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

５

臨
時
的
任
用
は
、
正
式
任
用
に
際
し
て
、
い
か
な
る
優
先
権
を
も
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。

６

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
臨
時
的
に
任
用
さ
れ
た
職
員
に
対
し
て
は
、
こ
の
法
律
を
適
用
す
る
。

第
二
十
五
条
第
三
項
第
五
号
中
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
非
常
勤
職
員
」
を
「
非
常
勤

」
に
改
め
る
。



五
頁

第
二
十
六
条
の
六
第
八
項
中
「
に
あ
つ
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
第
二
十
二
条
第
二
項
か
ら
第
五

項
ま
で
」
を
「
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
の
四
第
五
項
中
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
中
「
第
三
項
及
び
次
条
第
二
項
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
の
任
期

」
を
削
り
、
「
第
四
項
」
を
「
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
中
「
及
び
同
条
第
五
項
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
の
任
期
」
を
削
り
、
「
第
四
項
」
を
「

第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
非
常
勤
職
員
（
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
及
び
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
を

除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
中
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、
「
に
あ
つ
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改

め
る
。

第
五
十
八
条
の
二
第
一
項
中
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、
「
占
め
る
職
員
」
の
下
に
「
及
び
第



六
頁

二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
」
を
加
え
る
。

附
則
第
二
十
一
項
を
削
る
。

（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
百
三
条
の
二
第
一
項
中
「
委
員
会
」
の
下
に
「
の
非
常
勤
」
を
加
え
、
「
そ
の
他
の
委
員
」
を
削
り
、
「
短
時
間
勤

務
職
員
」
の
下
に
「
及
び
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
及
び

第
三
項
中
「
職
員
」
を
「
者
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
及
び
費
用
弁
償
」
を
「
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
」
に
改
め

、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

普
通
地
方
公
共
団
体
は
、
条
例
で
、
第
一
項
の
者
の
う
ち
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る

職
員
に
対
し
、
期
末
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
百
四
条
第
一
項
中
「
短
時
間
勤
務
職
員
」
の
下
に
「
及
び
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ

る
職
員
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
の
職
員
」
を
「
の
者
」
に
改
め
る
。

第
二
百
四
条
の
二
及
び
第
二
百
五
条
中
「
職
員
」
を
「
者
」
に
改
め
る
。



七
頁

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
三
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
条
及
び
附
則
第
四
条
の
規
定
は
、
公
布
の

日
か
ら
施
行
す
る
。

（
施
行
の
た
め
に
必
要
な
準
備
等
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
公
務
員
法
（
次
項
及
び
附
則
第
十
七
条
に
お
い
て
「
新
地
方
公
務
員
法
」
と

い
う
。
）
の
規
定
に
よ
る
地
方
公
務
員
（
地
方
公
務
員
法
第
二
条
に
規
定
す
る
地
方
公
務
員
を
い
う
。
同
項
に
お
い
て
同
じ

。
）
の
任
用
、
服
務
そ
の
他
の
人
事
行
政
に
関
す
る
制
度
及
び
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
自
治
法
（
同
項
に
お

い
て
「
新
地
方
自
治
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
る
給
与
に
関
す
る
制
度
の
適
正
か
つ
円
滑
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
、

任
命
権
者
（
地
方
公
務
員
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
任
命
権
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
人
事

管
理
の
計
画
的
推
進
そ
の
他
の
必
要
な
準
備
を
行
う
も
の
と
し
、
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
任
命
権
者
の
行
う
準
備
に
関
し

必
要
な
連
絡
、
調
整
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２

総
務
大
臣
は
、
新
地
方
公
務
員
法
の
規
定
に
よ
る
地
方
公
務
員
の
任
用
、
服
務
そ
の
他
の
人
事
行
政
に
関
す
る
制
度
及
び



八
頁

新
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
る
給
与
に
関
す
る
制
度
の
適
正
か
つ
円
滑
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し

て
必
要
な
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
前
項
の
準
備
及
び
措
置
の
実
施
状
況
を
把
握
し
た
上
で
、
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
準
備
及
び
措
置
に
つ
い
て
技
術
的
な
助
言
又
は
勧
告
を
す
る
も
の
と
す
る
。

（
臨
時
的
任
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
前
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
公
務
員
法
（
附
則
第
十
七
条
に
お
い
て
「
旧
地

方
公
務
員
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
二
条
第
二
項
若
し
く
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
臨
時
的
任
用
の
期
間
又
は
同

条
第
二
項
若
し
く
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
更
新
さ
れ
た
臨
時
的
任
用
の
期
間
の
末
日
が
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
以
後
で
あ

る
職
員
（
地
方
公
務
員
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
を
い
う
。
附
則
第
十
七
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
当
該
臨

時
的
任
用
（
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
に
欠
員
を
生
じ
た
場
合
に
行
わ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
四
条

前
二
条
及
び
附
則
第
十
七
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定

め
る
。



九
頁

（
市
町
村
立
学
校
職
員
給
与
負
担
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

市
町
村
立
学
校
職
員
給
与
負
担
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
及
び
職
務
を
行
う
た
め
に
要
す
る
費
用
の
弁
償
」
を
「
、
職
務
を
行
う
た
め
に
要
す
る
費
用
の
弁
償
及
び
期

末
手
当
」
に
改
め
る
。

（
教
育
公
務
員
特
例
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

教
育
公
務
員
特
例
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
（
常
時
勤
務
の
者
及
び
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
八
条
の

五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
者
に
限
る
。
第
二
十
三
条
第
二
項
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
」
を
削
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
地
方
公
務
員
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
」
を
加
え
る
。

第
十
二
条
の
見
出
し
を
「
（
条
件
付
任
用
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
」

に
、
「
同
項
」
を
「
同
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
十
二
条
第
一
項
（
」
を
「
第
二
十
二
条
（
同
法
第
二
十
二
条

の
二
第
七
項
及
び
」
に
、
「
同
条
同
項
」
を
「
同
法
第
二
十
二
条
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を



一
〇
頁

加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
非
常
勤
の
講
師
（
地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め

る
者
及
び
同
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
高
等
学
校
の
定
時
制
教
育
及
び
通
信
教
育
振
興
法
及
び
農
業
、
水
産
、
工
業
又
は
商
船
に
係
る
産
業
教
育
に
従
事
す
る
公

立
の
高
等
学
校
の
教
員
及
び
実
習
助
手
に
対
す
る
産
業
教
育
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
七
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
及
び
地
方
公
務
員
法
」
を
「
並
び
に
地
方
公
務
員
法
」
に
改
め
、
「
占
め
る
者
」
の

下
に
「
及
び
同
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
」
を
加
え
る
。

一

高
等
学
校
の
定
時
制
教
育
及
び
通
信
教
育
振
興
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
三
十
八
号
）
第
五
条

二

農
業
、
水
産
、
工
業
又
は
商
船
に
係
る
産
業
教
育
に
従
事
す
る
公
立
の
高
等
学
校
の
教
員
及
び
実
習
助
手
に
対
す
る
産

業
教
育
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
二
条

（
警
察
法
の
一
部
改
正
）

第
八
条

警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
二
条
第
一
項
中
「
第
三
十
八
条
第
一
項
の
」
を
「
第
三
十
八
条
第
一
項
本
文
の
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「



一
一
頁

同
法
第
三
十
八
条
第
一
項
」
を
「
同
項
」
に
改
め
る
。

（
女
子
教
職
員
の
出
産
に
際
し
て
の
補
助
教
職
員
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
九
条

女
子
教
職
員
の
出
産
に
際
し
て
の
補
助
教
職
員
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
「
第
二
十
二
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
」
を
「
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

（
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
条

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
四
十
七
条
の
四
」
を
「
第
四
十
七
条
の
三
」
に
、
「
第
四
十
七
条
の
五
」
を
「
第
四
十
七
条
の
四
」
に
、
「

第
四
十
七
条
の
六
」
を
「
第
四
十
七
条
の
五
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
五
項
中
「
第
四
十
七
条
の
六
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
四
十
七
条
の
五
第
二
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
中
「
（
非
常
勤
の
講
師
（
同
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
者
を
除
く

。
以
下
同
じ
。
）
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
、
第
四
十
二
条
、
第
四
十
三
条
第
三
項
、
第
四
十
四
条
、
第
四
十
五
条
第
一
項
、



一
二
頁

第
四
十
七
条
、
第
五
十
九
条
及
び
第
六
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
「
第
二
十
二
条
第
一
項
（
」
を
「

第
二
十
二
条
（
同
法
第
二
十
二
条
の
二
第
七
項
及
び
」
に
、
「
第
二
十
二
条
第
一
項
の
」
を
「
第
二
十
二
条
の
」
に
改
め
る
。

第
四
十
三
条
第
四
項
中
「
、
前
項
若
し
く
は
第
四
十
七
条
の
三
第
一
項
」
を
「
若
し
く
は
前
項
」
に
改
め
、
「
若
し
く
は

同
条
第
二
項
の
都
道
府
県
の
定
め
」
を
削
る
。

第
四
十
七
条
の
二
第
一
項
中
「
非
常
勤
の
講
師
」
を
「
同
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
」
に
改
め
る
。

第
四
十
七
条
の
三
を
削
る
。

第
四
十
七
条
の
四
第
一
項
中
「
に
非
常
勤
の
講
師
」
の
下
に
「
（
地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る

短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
六
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第

二
項
中
「
報
酬
及
び
」
を
「
報
酬
、
」
に
、
「
は
、
当
該
」
を
「
及
び
期
末
手
当
（
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一

項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
給
料
、
手
当
及
び
旅
費
）
は
、
当
該
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
七
条
の
三
と
す
る
。

第
四
章
第
三
節
中
第
四
十
七
条
の
五
を
第
四
十
七
条
の
四
と
し
、
同
章
第
四
節
中
第
四
十
七
条
の
六
を
第
四
十
七
条
の
五

と
す
る
。

第
六
十
一
条
第
一
項
中
「
報
酬
及
び
」
を
「
報
酬
、
」
に
、
「
の
額
」
を
「
及
び
期
末
手
当
の
額
」
に
改
め
る
。



一
三
頁

（
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
十
六

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
第
五
号
中
「
第
四
十
七
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
四
十
七
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
二
項
中
「
非
常
勤
の
」
を
削
り
、
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
者

及
び
」
を
「
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
限
り
、
」
に
改
め
る
。

（
公
立
高
等
学
校
の
適
正
配
置
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

公
立
高
等
学
校
の
適
正
配
置
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
八
十
八
号

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
三
条
第
二
項
中
「
非
常
勤
の
」
を
削
り
、
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る

者
及
び
」
を
「
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
限
り
、
」
に
改
め
る
。

（
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



一
四
頁

第
六
条
第
一
項
中
「
に
よ
っ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
に
あ
っ
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
、
同

条
第
六
項
中
「
第
二
十
二
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
」
を
「
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
第
六
項
を
削
り
、
同
条
第
七
項
中
「
第
五
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
す
る
。

（
公
益
的
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

公
益
的
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条

」
に
改
め
る
。

（
地
方
公
共
団
体
の
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

地
方
公
共
団
体
の
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
の
見
出
し
を
「
（
地
方
公
務
員
法
の
適
用
除
外
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
同
条
と
す

る
。



一
五
頁

（
構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
第
二
十
二
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
」
を
「
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
」

に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
二
十
二
条
第
二
項
又
は
第
五
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
又
は
第
四
項
」
に
、
「
か

ん
が
み
、
同
条
第
二
項
後
段
又
は
第
五
項
後
段
」
を
「
鑑
み
、
同
条
第
一
項
後
段
又
は
第
四
項
後
段
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
中
「
第
二
十
二
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
」
に
、
「
同
条
第
二
項
」
を
「
同
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同

条
第
五
項
中
「
第
二
十
二
条
第
五
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
三
第
四
項
」
に
、
「
同
条
第
五
項
」
を
「
同
条
第
四
項
」
に
改

め
る
。

（
構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
七
条

旧
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
第
二
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
臨
時
的
任
用
を
さ
れ
、
か
つ
、
こ
の
法
律

の
施
行
の
際
現
に
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
二
十
四
条
第
二
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
基
づ

き
引
き
続
き
任
用
さ
れ
て
い
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
旧
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
第
二
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き

採
用
さ
れ
た
日
に
新
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
採
用
さ
れ
、
か
つ
、
前
条
の



一
六
頁

規
定
に
よ
る
改
正
後
の
構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
次
項
に
お
い
て
「
新
構
造
改
革
特
別
区
域
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
四
条

第
二
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
引
き
続
き
任
用
さ
れ
て
い
る
職
員
と
み
な
し
て
、
同
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

２

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
旧
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
第
二
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
常
時
勤
務
を
要
す
る

職
に
臨
時
的
任
用
を
さ
れ
て
い
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
採
用
さ
れ
た
日
に
新
地

方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
採
用
さ
れ
た
職
員
と
み
な
し
て
、
新
構
造
改
革
特
別

区
域
法
第
二
十
四
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
条
の
二
の
表
第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
の
項
中
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
削
る
。

第
五
十
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
同
条
第
三
項
」
を
「
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
の
表
第
二
十
一
条
の
四
第
三
項

及
び
第
二
十
二
条
第
一
項
の
項
中
「
及
び
第
二
十
二
条
第
一
項
」
を
削
り
、
同
表
中

「

第
二
十
二
条
第
五
項

人
事
委
員
会
を
置
か
な
い
地
方
公
共
団
体

特
定
地
方
独
立
行
政
法
人

」

を



一
七
頁

「

第
二
十
二
条

人
事
委
員
会
等

特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
の
理
事
長

人
事
委
員
会
規
則
（
人
事
委
員
会
を
置
か

特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
の
規
程

な
い
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
地
方

公
共
団
体
の
規
則
）

第
二
十
二
条
の
三
第
四
項

人
事
委
員
会
を
置
か
な
い
地
方
公
共
団
体

特
定
地
方
独
立
行
政
法
人

地
方
公
共
団
体
の
規
則

特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
の
規
程

」

に
改
め
る
。

（
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
附
則
第
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と

さ
れ
た
同
法
の
一
部
改
正
）

第
十
九
条

市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規

定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
六
条
第
五
項
中
「
又
は
」
を
「
、
又
は
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
第
二
百
三
条
の
二
及
び
」
を
「
第
二
百
三

条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
五
項
並
び
に
」
に
、
「
及
び
第
四
項
中
」
を
「
中
「
条
例
」
と
あ
る
の
は
「
合
併



一
八
頁

特
例
区
規
則
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
費
用
弁
償
」
と
、
」
に
改
め
る
。

第
五
十
四
条
第
一
項
中
「
第
四
項
」
を
「
第
五
項
」
に
改
め
る
。

（
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
条

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
九
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
条
第
四
号
ホ
中
「
の
職
員
を
」
を
「
の
者
を
」
に
改
め
る
。

（
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
一
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
の
三
第
十
一
項
の
表
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号

）
の
項
中
「
第
四
十
七
条
の
六
第
一
項
」
を
「
第
四
十
七
条
の
五
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
体
制
の
充
実
及
び
運
営
の
改
善
を
図
る
た
め
の
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員

定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
二
条

義
務
教
育
諸
学
校
等
の
体
制
の
充
実
及
び
運
営
の
改
善
を
図
る
た
め
の
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及



一
九
頁

び
教
職
員
定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第

号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
五
条
中
「
第
四
十
七
条
の
六
」
を
「
第
四
十
七
条
の
五
」
に
改
め
る
。



二
〇
頁

理

由

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
行
政
需
要
の
多
様
化
等
に
対
応
し
、
公
務
の
能
率
的
か
つ
適
正
な
運
営
を
推
進
す
る
た
め
、
地
方

公
務
員
に
つ
い
て
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
用
等
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
特
別
職
の
任
用
及
び
臨
時
的
任

用
の
適
正
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。


